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Ｎｏ. １００ 

２０２０年３月３０日 日本鉄道労働組合連合会 

 ３月 25 日～27 日、ＪＲ連合は、ＪＲ北労組の昆弘美委員長

（ＪＲ連合副会長）とともに、立憲民主党および国民民主党所属

の北海道選出の国会議員ら 13 名に対して、現下の新型コロナウ

イルスによる影響と、ＪＲ北海道の経営自立にむけた課題認識

と将来への北海道における交通ネットワークのあり方について

説明するとともに、今後連携して取り組むことを要請した。 

ＪＲ連合は、昨年 11 月、ＪＲ連合国会議員懇談会の３名を共

同座長とする「ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ」を発足させ、

この間、国土交通省およびＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物の各

社からヒアリングを行い、有識者に

アドバイスをいただきながら議論を

進めている。 

今回、13 名の国会議員に対して、ＪＲ北海道において若年層

の離職者が拡大している状況を報告し、働く者が将来に希望を

持ち安心して働き続けられる環境整備の必要性を訴えた。そし

て、そのためにも、ＪＲ北海道が将来に亘り地域における社会

的使命を果たしながら、その基盤として自立経営による事業運

営を行っていける体制構築を図るとともに、北海道の各地域に

おいて、鉄道を含む各モードの連携・協働に基づく持続可能な

交通体系の構築の必要性を説明した。 

また、国会においては、立憲民主党と国民民主党が、ＪＲ北

海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物の経営課題を議論するワーキングチ

ームを合同で開催している。両党は今通常国会において、会社、

地方自治体、労働組合、有識者などからヒアリングを重ね、政

策提言をとりまとめるべく取り組みを進めている。 

ＪＲ連合は政策実現にむけてＰＴ活動を進めるとともに、引

き続き関係議員との連携を図り、両党合同ワーキングチームの

取り組みにも積極的に働きかけていく。 


